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図 2 旭川地方気象台での日降水量の年最大値の年変化。1950~1980年に、他の
期間での値と比較すると極端に大きな 日降水量が4 回も記録さ れています。

184.2mm ｝ 164.5mm 167mm I 

いのでしょ うか。私たちの研究によれ
ば (http://www.bosai.go.jp/jindex.html)、降
ると考えた方がよさそうです。その理
由は2つあります。地球温暖化と気候
が持っている性質です。
理論的な式で作られた数値モデルを
用いた計算は、大気中の炭酸ガス濃度
が増加して2 倍になると （いわゆる地
球温暖化です）、温暖化しなければ非常
にまれにしか起こらない大雨が、時々
発生する可能性があることを示してい
ます。使用したモデルの精度や、モデ
ルでは台風や集中豪雨は再現できない
ことを考えると、数値モデルで示され
た結果の信頼性は高いとは言えません。
しかしながら、気温が高いほど空気中
に含まれる水蒸気量が多くなることな
どを考えると、示された結果は妥当な
ものです。東海豪雨時に多量の雨が長
い時間降り続いたことは台風の影響で
しょうが、単位時間あたりの雨量が異
常に多かったことは温暖化で説明でき
ることかもしれません。
また、日本全国について観測データ
を調べた結果、極端な大雨は20 0年
の間に2 、3 回降り、その他の期間で
はそのような大雨は発生しない、とい

う傾向が関東地方とか東北地方程度の
地域的広がりで存在していることが示
されています （図2 参照）。 もしこの
傾向が時代と地域を越えて成り立つも
のであるならば、2030年頃までに東海
地域で今回のような大雨が1 、2 回降
ることが危惧されます。
これらの理由から、少なくとも東海

地域で大きな豪雨災害発生の危険度が
増したと考えて、これに備えておくこ
とが大切であると思われます。また、
もし東海地域以外でも東海豪雨のよう
な記録破りの大雨が降るようであれば、
地球温暖化原因説が説得力を持ってき
ます。
（問い合わせ先 ： 気圏 ・水圏地球科学
技術研究部 米谷恒春）

都市の水害 一 災害発生を前提に
しで安全な地域づくりを考えよう一

豪雨が日本の三大都市圏の一 つを襲
にし び わ じま

い、名古屋市と隣りの西枇把島町を中
心に水害が発生しました。愛知県全域
での家屋被害は65,649棟 （全・半壊 ・一

部破損：239棟、床上浸水：26,531棟、
床下浸水：38,879棟）にのぼり、被災人
口は173,524人に達しました。今回の水






